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研究分野：複合新領域 

科研費の分科・細目：環境学・環境動態解析 
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１．研究計画の概要 

 本研究は、汽水域生態系の特徴である塩分
の時間的・空間的変化に対してヤマトシジミ
とホトトギスガイを中心とした生物群集の
動態がどのように変化するかを明らかにし、
出水や高潮などの現象が生態系へ及ぼす影
響を評価する。突発的な短い時間スケールに
おける生態系変動と、数年単位の比較的長期
の生態系変動の両方を押さえることで、将来
に予測される地球規模の気候変動が汽水域
生態系に及ぼす影響を示す。 

 

２．研究の進捗状況 

 大橋川の上流から下流まで数地点（流心部
と水深 2m の場所）、剣先川および宍道湖に定
点を設け、スミスマッキンタイヤ型採泥器と
0.5mm 目合いのサーバネットを用いて毎月
底生生物の採集を行った。実験室で 2mm 目
合いと 0.5mm 目合いのふるいを使用してふ
るい分けを行った。0.5mm のふるいの残った
試料は、後で分析するため 10%中性ホルマリ
ンで固定して保存し、2mm のふるいに残っ
た試料について選別を行った。ヤマトシジミ、
ホトトギスガイ、その他の無脊椎動物に分け
た後、ヤマトシジミとホトトギスガイについ
て殻長を計測した。 

 月ごとの殻長頻度分布の変化から小型個
体の加入時期など個体群動態の特性を明ら
かにする。 

 また、採泥調査で得られた試料のうち、そ
の他の無脊椎動物については実体顕微鏡等
を用いて同定、計数、湿重量の測定を行う。
底生無脊椎動物群集の種組成の季節変化と
場所による差異を明らかにする。出水や高潮
などの大きな環境変化の前後において種組
成がどのように変わるか、多様度指数などの

指標を用いて解析する。 

 本調査は 2005 年 11 月から開始しており、
現時点で 5 年 5 ヶ月分の試料を採集した。主
に大橋川の深部を塩水が遡上し、ホトトギス
ガイの進入と分布はこの塩水遡上に対応し
ている。出水時にヤマトシジミは下流側まで
その分布を拡大した。以上は大橋川における
典型的な二種の動態であるが、経年的な塩分
の変動との対応を見ても、必ずしも個体群の
消長との関係が明確に見出されるものでは
なかった。二種の個体群のソースとして考え
られる宍道湖と中海における個体群の動態
と併せて解析する必要があるように思われ
た。 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 

理由：採集した試料の処理に予想以上に時間
がかかっているため。 

 
４．今後の研究の推進方策 
引き続き平成 23 年度の調査を実施し、試料
の処理を迅速に行って結果を整理する。 
 
５. 代表的な研究成果 
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